







































































































































































ムへ失意の転身﹂を書いたマーティン・ファクラーは︑かつては痛烈な調査報道の覇者だった朝日新聞を︑右派扇動家のいじめに遭ってしおたれた姿に描いてみせる︒しかしこの章から浮かび上がるのは︑イデオロギー スタンドプレーではなく︑真実と事実が勝利する強靱な日本のメディア環境だ︒ の失敗は標的にされたせいで なく︑証拠にもとづかぬで らめ 記事をゴリ押ししようとしたからだ︒だとすれば︑キングスト ら原告団はいったい何をそんなに騒ぎま っている か︒　
だがキングストンと仲間たちがすべてに間違っているわけでは







セックス・スキャンダル︑ひっきりなしに起き 失言などで安倍首相やその閣僚︑支持者を次々と叩 まくる︒無数にある既製服のアウトレ トから取り出した醜聞暴露のゴタ混ぜが創りだしたような︑反体制の陽気な私略行為の品評会を記者クラブ制度 防いでくれ いのは明らかだ︒安倍は日本のジャーナリズムを操る傀く
儡ぐつ
師であるというキングストンの告発が︑こうした事実によっ









人物だ︒だが︑国谷本人が︑早期退職に闇の力が働いたということをきっぱり否定している︒同じく面目を失した朝日新聞記者の植村隆 ︑キャロル・グラックその他の人々は右翼からの憎悪に倒れた殉教者として称えるが︑植村の災難は本書に﹁脅迫﹂戦術の例として載った数枚の嫌がらせのハガキ せいというよりも︑植村本人のキャリア的挫折 問題から生じたと考えたほうが良さそうだ︒　
最終章でキングストン教授は﹁批判者へのレッテル貼りは
﹇︙︙﹈
議論と事実から逃げることであり︑卑劣な人身攻撃への依
存である﹂と警告する
（
p. 300 ）︒そして﹁こういう口舌の徒が誰
かを説得できる は思えないし︑むしろ逆効果の反応を生むだけだろう﹂と続け
（
p. 303 ）︒まさにそのとおり︒本書の煽情的で
矛盾する言説は︑明白な係争テーマへの学術的な追求意欲を削ぐ点で︑何物をもはるかに凌ぐ貢献をして る︒ 
（翻訳：朝倉和子（
S
W
E
T所属） ）
　
＊本稿は
Japan Review
 32 （
2019 ）に掲載された英文テキストの日本語訳である︒
